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戸
田
氏
鉄
知
行
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行
状
〕
（
寛
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九
年
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六
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年
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（
若
林
家
文
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若
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《
読
み
下
し
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知
行
出
し
置
く
の
事 

 
 

合
せ
て
百
五
拾
石
は 

右
、
永
代
所
務
せ
し
む
べ
き 

も
の
な
り
、
仍
っ
て 

件
の
ご
と
し 

 

壬 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 

寛
永
九
年 

申 

 
 

 
 

八
月
朔
日 

氏
鉄
（
黒
印
） 

 

若
林
三
太
夫
と
の
へ 

 

《
用 

語
》 

【
知
行
】
江
戸
時
代
、
幕
府
・
藩
が
家
臣
に
俸
祿
と
し
て
土
地
を
支
給
し
た
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
土
地
。
領
地
。
采
地
。 

【
所
務
】
年
貢
を
収
納
す
る
こ
と
や
そ
の
年
貢
を
い
い
、
さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て

不
動
産
物
権
を
管
理
す
る
行
政
的
処
置
も
含
め
て
用
い
ら
れ
た
。 

【
氏
鉄
】
戸
田
氏
鉄
（
と
だ
う
じ
か
ね
、
一
五
七
六
～
一
六
五
五
年
）
。
江
戸
時
代

前
期
の
大
名
。
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
生
ま
れ
。
戸
田
一
西(

か
ず
あ
き)

の

長
男
。
父
の
跡
を
つ
い
で
近
江
国(

滋
賀
県)

膳
所(

ぜ
ぜ)

藩
主
と
な
り
、
摂
津

国
尼
崎
藩(

兵
庫
県)

藩
主
を
へ
て
、
寛
永
十
二
年
美
濃
国(

岐
阜
県)

大
垣
藩
主

と
な
る
。
戸
田
家
初
代
。
十
万
石
。
同
十
四
年
島
原
の
乱
に
松
平
信
綱
と
と
も

に
出
陣
。
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）
二
月
十
四
日
死
去
。
八
十
歳
。
三
河
国(

愛

知
県)

出
身
。
初
名
は
重
氏
。 

  

《
解 

説
》 

摂
津
国
尼
崎
（
現
兵
庫
県
）
城
主
戸
田
氏
鉄
（
一
五
七
六
～
一
六
五
五
年
）
が
若

林
三
太
夫
に
一
五
〇
石
を
与
え
た
文
書
で
す
。 

戸
田
氏
鉄
は
徳
川
家
康
の
家
臣
で
、
尼
崎
を
経
て
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
美

濃
国
大
垣
（
現
岐
阜
県
）
十
万
石
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
若
林
三
太
夫
の
父
又
左

衛
門
は
、
慶
長
年
間
に
多
賀
谷
家
を
去
り
、
戸
田
家
に
仕
官
し
ま
し
た
。
三
太
夫
は

承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
年
大
垣
を
退
去
し
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）

に
松
平
大
和
守
家
に
仕
え
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
孫
は
、
以
後
松
平
大
和
守
家

に
従
い
、
各
地
を
移
動
し
最
終
的
に
前
橋
藩
士
と
し
て
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
ま

す
。 

 


